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{践的}バランス能力i土、きまぜまなi主要UJriVJをええる義
務な体)J.~素であるが、成人やi窃高1i;訟においてその 1r.t下傾
向が指摘されているだけでなく、子どものバランス能力の
発途iこも「伸び・踏み現象Jが見受・けられるむこれらの問題
を改替するための手法の 1っとして、不安定な状況の下で
身体運動を行うことによってバランス能力を効率的に向，と
させようとする試みがあるa 本研究では、不安定殺を比較
的安全に付与することができる新素材、動指すI:i;qHざ:体を剤
いた逮鎧!プログラムが、幼児のバランス能力などの!向上iこ
資するかどうかを按蕊した。 [)j法}被験者は、 i運動ブL:I
グラム導入1wとして A幼稚閥、 5-6);託児:-34名、朱導入務
として B 幼稚i輔、 5~'6殺Y~18名であった。各闘を過して
保護者:こ災施内容を説明し、承諾を得た。運動ブ口グラム
導入群では、 12月から2月の3カJI問、毎辺、設陸j¥髭後の
約5分間、イ能人で行う遊銭的ょにクサ-lr1ズを動括性枠i笠体
の上で実絡した。その内容は比較的単純で、会て動揺1t1iv-
性体の上で、片足立ちで肉.乎を広げて10秒鰐バランスを取
る「飛行機パラン、ス」、リズムに:来って擦を i~おく上げてJO
;j.-:;あるく「裳のヒマ…チムジャンプしながら901変ずワJi:
転していく iぴょんぴょんジャンプ佼界15号」であった中
金て行ったら保脊:.L:が実路表にOを記入したヮ実;潟市は
93.4こと5.7%であった守コントロール・テストとして、床
上での間服片足立テスト，動{選投5率性イ'Jtuょでわ関口iミ片品守;
テスト，動様性弾性体を用いた寵線飛び石テストおよびジ
グザグ況をUt;qテストなどのパランス能力や滋毅~J;系の灘廷
を行った.米導入群では、導入者宇とi可時燃にコントロ…ル・
テストのみを行った。{結果、・考察}勤務性弾性体とは、
ピニル樹脂を射出し立体総白状;こ成形したクッションのよ
うなもので、lOcmのj掌さながら弾力伎が有り、 3単む感覚
や浮遊感党を{す号することができる。また、動揺t~)有り、
この上では濃度にグラグラと揺れるので不安定絡を付与す
ることもできる詰これを焔いた遠鏡jプログラムの導入に
よづて、全てのコントロール・テストの成績が未導入の場
合よち有1iに向上し (p <0.01)、名テストの伸び率の平
均縫は21.9土12.3%であったc一方、選動プログラム導入
言?における将鮮の身体的特性、各ごlントロール・テストの
結来には宥;訟な差異が認められなかったυ したがって、 jと
較的綬綴向かつ鐙j時間の各繍人で行う遊銭的ょにクササイズ
でも、動揺性締役体のjこで災錯することによって、バラン
ス能力やそれを合む締室主力の発迭を{足せる可能性が示され
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